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は
じ
め
に

「
力
餅
食
堂
」
は
、
創
業
一
三
〇
周
年
の
歴
史
を
持
ち
、
京
阪
神
都

市
新
興
地
域
の
商
店
街
に
よ
く
み
ら
れ
る
大
衆
食
堂
で
あ
る
。
創
業

者
の
出
身
地
兵
庫
県
但
馬
地
方
か
ら
連
鎖
移
動
し
た
住
込
み
従
業
員

を
一
定
期
間
の
修
業
の
の
ち
に
独
立
開
業
さ
せ
て
い
く
伝
統
的
な「
暖

簾
分
け
」
で
店
舗
数
拡
大
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
昭

和
末
期
最
盛
期
に
は
関
西
一
円
に
山
陽
を
加
え
全
一
八
〇
店
舗
の
規

模
を
誇
っ
た
。
近
年
は
経
営
主
の
高
齢
化
と
跡
継
ぎ
不
足
に
よ
り
廃

業
が
相
次
い
で
い
る
も
の
の
、
長
ら
く
、
京
阪
神
の
ち
ょ
っ
と
し
た

0

0

0

0

0

0

商
店
街
に
は
、
大
抵
杵
の
マ
ー
ク
の
暖
簾
を
掲
げ
店
先
に
お
は
ぎ
等

の
甘
味
を
お
い
た
力
餅
食
堂
が
店
を
構
え
、
都
市
に
生
き
る
人
々
の

日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
で
庶
民
の
胃
袋
を
支
え
て
き
た
（
写
真
１
）。

こ
う
し
た
地
域
密
着
型
の
大
衆
食
堂
の
経
営
主
は
、
都
市
自
営
業

者
と
し
て
地
域
や
商
店
街
組
織
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
る
が
、彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
来
歴
を
持
ち
、い
か
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
日
々
の
商
売
を
営
ん
で
き
た
の
か
、
と
い
う
こ

大
衆
食
堂
経
営
主
の
「
暖
簾
分
け
」
と
同
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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「
力
餅
食
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を
事
例
と
し
て 　
　
　

写真１　1960 年頃の力餅食堂
注：写真は大阪市東住吉区駒川町の北田辺支店



129

と
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
力
餅
食

堂
（
以
後
、「
力
餅
」
と
表
記
）
を
事
例
に
、
京
阪
神
都
市
圏
に
お

け
る
大
衆
食
堂
経
営
主
の
暖
簾
分
け
と
同
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

様
を
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
暖
簾

分
け
制
度
と
そ
の
変
遷
を
概
観
し
た
の
ち
、
近
代
以
降
の
大
衆
食
堂

の
盛
衰
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
第
二
節
で
は
、
力
餅
の
歴
史
的
展
開

と
暖
簾
分
け
に
よ
る
系
譜
関
係
の
構
築
、
そ
し
て
組
合
の
組
織
化
に

つ
い
て
言
及
し
、
第
三
節
以
降
で
は
大
阪
力
餅
組
合
の
活
動
事
例
か

ら
、
戦
後
高
度
成
長
期
に
大
阪
新
興
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
大
衆
食

堂
経
営
主
を
包
摂
し
て
き
た
複
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
つ
い

て
考
察
す
る
。

一
　
暖
簾
分
け
制
度
と
大
衆
食
堂

暖
簾
分
け
は
、
商
家
な
ど
で
特
定
の
奉
公
人
に
営
業
権
を
分
与
し

て
別
家
を
許
す
制
度
で
あ
り
、
丁
稚
制
度
、
住
み
込
み
制
度
な
ど
が

含
ま
れ
る
。
奉
公
人
は
早
朝
か
ら
夜
半
ま
で
ル
ー
ル
な
く
こ
き
使
わ

れ
、
賃
金
も
極
め
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
が
、
丁
稚
、
手
代
、
番

頭
、
別
家
と
、
徒
弟
制
度
の
も
と
で
一
定
期
間
を
勤
め
上
げ
た
ら

「
暖
簾
分
け
」
の
形
で
独
立
の
小
商
店
主
に
し
て
も
ら
え
る
と
い
う

「
階
級
上
昇
の
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
有
す
る
労
働
者
で
あ
っ
た
（
山
崎
、

一
九
九
八
：
一
）。
家
成
員
を
分
出
す
る
暖
簾
分
け
に
よ
っ
て
商
家

同
族
団
が
形
成
さ
れ
て
い
く
が
、
別
家
は
本
家
に
対
し
て
独
立
後
も

奉
公
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
反
面
、
危
機
に
直
面
す
る
と
主
家
か
ら

庇
護
や
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
暖
簾
分
け
さ
れ
た
別
家
同

士
は
本
家
を
中
心
に
同
族
団
を
形
成
し
、
そ
の
関
係
は
世
代
を
超
え

た
永
続
が
希
求
さ
れ
た
（
中
野
、
一
九
七
八
）。

近
世
に
は
豪
商
経
営
だ
け
で
な
く
、
旅
館
や
貸
座
敷
業
、
職
人
な

ど
幅
広
い
分
野
に
見
ら
れ
た
暖
簾
分
け
制
度
で
あ
る
が
、
近
代
以
降

は
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
。
明
治
末
期
に
記
さ
れ
た
丸
山
侃
堂
・
今

村
南
史
著
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』（
一
九
一
二
）
は
『
大
阪
朝
日
新

聞
』
の
特
集
記
事
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
近

代
化
に
と
も
な
い
資
本
労
働
関
係
が
変
化
し
、
取
引
量
も
著
し
く
増

大
す
る
中
で
、
雇
い
入
れ
る
店
員
は
増
加
す
る
が
暖
簾
分
け
を
許
さ

れ
る
店
員
は
ご
く
一
部
と
な
り
、
階
級
上
昇
の
ル
ー
ト
が
著
し
く
狭

め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
別
家
を
し
て
も
か
つ
て
の
よ
う
な

報
酬
も
親
類
並
み
の
待
遇
も
な
く
な
り
「
奴
隷
的
境
遇
」
と
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
俸
給
通
勤
制
と
の
折
衷
に
よ
っ
て
雇
用

関
係
の
部
分
的
近
代
化
を
図
る
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
（
丸
山
・

今
村
、
一
九
一
二
）。
も
っ
と
も
、
中
野
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、、
近

世
の
丁
稚
制
度
に
お
い
て
も
階
級
上
昇
は
保
障
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
丁
稚
の
選
別
淘
汰
は
丁
稚
制
度
の
本
質
に
組
み
込

ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
明
治
末
年
に
は
、

中
小
商
家
の
存
立
が
困
難
化
し
て
実
質
的
な
満
足
を
伴
う
よ
う
な
暖

簾
分
け
が
難
し
く
な
る
な
か
で
、
そ
の
本
来
有
し
て
い
た
意
味
合
い
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が
失
わ
れ
、
安
価
な
労
働
力
の
使
い
捨
て
の
為
の
手
段
と
化
す
傾
向

が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
（
中
野
、
一
九
七
八
：
一
七
七

―
一
八
九
）。

戦
後
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
制
度
に
基
づ
く
奉
公
人
が
封
建
的
主

従
関
係
に
近
い
隷
属
的
な
立
場
に
あ
る
と
同
時
に
家
族
の
一
員
と
し

て
待
遇
さ
れ
て
い
る
点
が
「
封
建
遺
制
の
残
滓
」
と
み
な
さ
れ
、
労

働
基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
な
か
で
、
雇
用
労
働
面
の
「
民
主
化
」
と

「
合
理
化
」
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
。
実
際
に
は
、
多
く
の
小
規

模
商
店
で
は
戦
前
の
丁
稚
と
変
わ
ら
な
い
労
働
状
態
が
続
い
て
い
た

が
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
、
大
阪
松
屋
町
に
て
待
遇
に
不
満

を
募
ら
せ
た
住
込
み
従
業
員
が
店
主
一
家
を
殺
害
す
る
と
い
う
「
松

屋
町
事
件
」
が
発
生
し
、
こ
れ
を
契
機
に
週
休
制
度
や
寮
の
整
備
が

進
み「
近
代
的
」な
雇
用
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
（
荒
木
、
二
〇
〇
八
：
二
〇
〇
―
二
〇
一
）。

力
餅
は
こ
の
よ
う
に
暖
簾
分
け
制
度
が
衰
退
し
て
い
く
時
期
に
出

現
し
、
そ
の
消
滅
の
局
面
で
あ
る
戦
後
高
度
成
長
期
に
暖
簾
分
け
に

よ
っ
て
店
舗
数
を
急
増
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
独
特
な
歴
史
を
持

つ
大
衆
食
堂
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
暖
簾
分
け
を
め
ぐ
る
研
究
に
お
い
て
大
衆
食
堂
が
そ

の
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
食
堂
業

自
体
が
き
わ
め
て
「
近
代
的
」
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
。
飲
食
店
の
原
型
は
、
旅
中
の
食
事
で
あ
る
「
旅
籠
」
を
提
供

す
る
「
旅
籠
屋
」
が
定
着
し
た
室
町
末
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。
江
戸
後

期
頃
か
ら
は
高
級
な
料
理
茶
屋
も
出
現
し
、
そ
の
対
極
と
し
て
「
飯

屋
」「
一
膳
飯
屋
」
が
登
場
し
た
が
、
外
食
施
設
と
し
て
の
飲
食
店

が
一
般
的
に
普
及
す
る
の
は
大
正
中
期
で
あ
り
、「
食
堂
」
と
い
う

言
葉
は
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
流
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
野
沢
、

二
〇
〇
四
：
一
二
、二
二
二
）。

近
代
以
降
、
日
本
の
人
口
増
加
が
か
つ
て
な
い
勢
い
で
進
行
す

る
な
か
、
産
業
化
の
進
展
と
都
市
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
大
勢

の
人
々
が
賃
労
働
者
と
し
て
農
村
か
ら
都
市
に
流
入
し
た
（
鬼
頭
、

二
〇
〇
〇
）。
湯
澤
は
こ
の
状
況
を
「
た
く
さ
ん
の
『
胃
袋

0

0

』
が
農

村
か
ら
離
れ
、
都
市
へ
と
集
中
し
た
」
と
表
現
し
、
胃
袋
の
「
孤
立

化
」と「
集
団
化
」か
ら
近
代
日
本
社
会
を
読
み
解
い
て
い
る（
湯
澤
、

二
〇
一
八
：
九
）。
こ
の
大
量
の
「
胃
袋
」
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

大
正
期
に
は
東
京
、
大
阪
、
神
戸
等
で
公
営
食
堂
が
設
立
さ
れ
て
好

評
を
博
し
、
大
衆
食
堂
は
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
頃
に
一
つ
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
米
穀
配
給
通
帳
制

と
と
も
に
外
食
券
制
が
実
施
さ
れ
、
統
制
経
済
の
影
響
を
受
け
て
閉

店
が
相
次
ぐ
が
、
戦
後
日
本
経
済
の
復
興
が
本
格
的
に
始
ま
り
高
度

経
済
成
長
期
に
突
入
す
る
と
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
膨
大
な
人
口
流

入
を
背
景
に
、
大
衆
食
堂
は
全
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
（
野

沢
、
二
〇
〇
四
：
二
四
―
二
六
）。

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
以
降
は
外
資
系
の
外
食
産
業
が
進
出

し
、
洋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
形
式
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
が
飲
食
業
界
を
席
捲
す
る
な
か
で
、「
庶
民
派
」
で



131

「
昔
な
が
ら
」
の
大
衆
食
堂

は
失
速
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
図
１
は
大
衆
食
堂

の
店
舗
数
の
推
移
を
総
務

省
「
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
」
の
「
一
般
食
堂
」

の
事
業
所
数
か
ら
み
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）

年
に
一
〇
万
二
三
五
一

店
で
あ
っ
た
「
一
般
食

堂
」
は
徐
々
に
減
っ
て
、

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）

年
に
は
七
万
三
二
九
八
店

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、

そ
の
減
少
分
は
従
業
員
一

～
四
人
の
小
規
模
な
、
い

わ
ゆ
る
家
族
経
営
的
な
大

衆
食
堂
の
減
少
に
ほ
ぼ
相

当
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
二
〇
〇
七
（
平
成

一
九
）
年
に
は
日
本
標
準

産
業
分
類
の
改
定
に
よ
り

「
一
般
食
堂
」
と
い
う
小
分
類
が
消
滅
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
店
舗

数
の
推
移
が
不
可
視
化
す
る
が
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
に

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
生
活
衛
生
関
係
営
業
経
営
実
態
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
一
般
食
堂
経
営
者
の
年
代
は
「
六
〇
～
六
九

歳
」
が
三
九
・
五
％
、「
七
〇
歳
以
上
」
二
二
・
四
％
と
合
わ
せ
て
六

割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
「
後
継
者
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合

は
二
八
・
二
％
と
三
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

１
）。

こ
の
調
査
か
ら
約

一
〇
年
が
経
過
し
た
現
在
、
大
衆
食
堂
は
ま
さ
に
今
、
経
営
者
の
高

齢
化
に
よ
っ
て
急
激
に
店
舗
数
を
減
ら
し
て
い
く
局
面
に
あ
る
と
い

え
よ
う
。

大
衆
食
堂
は
下
町
商
店
街
の
風
景
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
経
営
主

は
都
市
自
営
業
者
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
社
会
学
的
な

研
究
対
象
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
も

ま
た
、
多
く
の
賃
労
働
者
と
同
様
、
近
代
以
降
の
都
市
社
会
の
発
展

に
と
も
な
っ
て
農
村
か
ら
都
市
に
流
入
し
て
き
た
移
動
者
で
あ
り
、

郷
里
を
離
れ
新
た
な
土
地
に
根
付
い
て
商
売
を
営
む
に
あ
た
っ
て

は
、
様
々
な
資
本
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
都
市
社
会
を
生
き

延
び
る
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
大
衆
食
堂
経
営
主

が
有
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
諸
相
を
捉
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
顧

み
ら
れ
な
か
っ
た
高
度
成
長
期
の
京
阪
神
都
市
形
成
史
の
一
側
面
を

描
き
出
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

125,000

100,000

75,000

50,000

25,000

0
1991 1994 1996 1999 2001 2004 2006

注：総務省「事業所・企業統計調査」各年度より筆者作成。図１　「一般食堂」事業所数の推移（店）

全体

従業員
１～４人
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二
　
力
餅
の
歴
史
と
組
織

二
―
一
　
力
餅
と
調
査
の
概
要

（
一
）　
力
餅
の
歴
史
的
展
開

は
じ
め
に
力
餅
連
合
会
編
（
一
九
八
八
）『
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』

よ
り
、
力
餅
の
歴
史
を
概
観
し
よ
う
。

力
餅
の
創
業
者
池
口
力
造
は
、
兵
庫
県
城
崎
郡
旧
奈
佐
村
（
現
豊

岡
市
）
目
坂
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
二
歳
で
旧
豊
岡

藩
士
伊
藤
家
の
下
男
と
し
て
奉
公
に
出
る
が
、
三
年
で
実
家
に
帰
り

農
業
を
継
承
す
る
。
老
父
母
を
看
取
っ
て
か
ら
伊
藤
家
よ
り
資
金

を
借
り
入
れ
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
三
月
豊
岡
町
豊
田
町

に
饅
頭
店
を
開
業
し
た
。
饅
頭
店
は
不
振
で
数
年
で
閉
店
す
る
が
、

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
京
都
寺
町
六
角
に
「
勝
利
饅
頭
」
店

を
開
店
し
、
日
露
戦
争
の
時
運
に
の
っ
て
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）

年
に
は
「
京
都
名
物
力
餅
」
と
し
て
大
成
功
を
お
さ
め
る
。

大
正
期
以
降
、
暖
簾
分
け
に
よ
る
多
店
舗
化
で
京
都
か
ら
西
へ
と

店
舗
を
増
や
し
て
い
き
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
京
都
で
六

店
舗
、
大
阪
一
号
店
を
天
神
橋
筋
商
店
街
に
開
店
、
一
九
一
八
（
大

正
七
年
）
に
は
神
戸
一
号
店
を
小
野
柄
通
り
に
出
店
し
た
。
当
時
は

あ
ん
こ
ろ
餅
や
ぜ
ん
ざ
い
、
大
福
、
田
舎
饅
頭
な
ど
が
主
体
の
甘
党

食
堂
で
あ
り
、
で
あ
っ
た
が
、
大
正
末
期
に
甘
味
中
心
か
ら
麺
類
、

丼
も
の
を
加
え
た
一
般
的
な
大
衆
食
堂
へ
と
展
開
し
、
玉
二
つ
と
餅

の
入
っ
た「
ビ
ッ
ク
リ
う
ど
ん
」や
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の「
ビ
ッ

ク
リ
ぜ
ん
ざ
い
」
が
、
当
時
急
速
に
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い

た
京
阪
神
地
域
の
労
働
者
層
に
受
け
て
評
判
と
な
る
。
こ
の
頃
、
創

業
者
の
弟
池
口
喜
一
郎
に
よ
っ
て
、杵
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
上
に
「
力
」

の
文
字
を
あ
し
ら
っ
た
「
力
餅
」
の
登
録
商
標
デ
ザ
イ
ン
が
作
ら
れ

た
。
一
定
の
年
月
を
勤
め
た
従
業
員
に
暖
簾
を
分
け
て
い
く
方
式
で

店
舗
数
は
順
調
に
増
加
し
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
は
京
阪

神
六
九
店
舗
、
昭
和
一
六
年
に
は
京
阪
神
に
広
島
を
加
え
全
七
八
店

舗
に
ま
で
拡
大
し
た
（
力
餅
連
合
会
、
一
九
八
七
：
一
九
）。

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
以
降
は
統
制
経
済
が
始
ま
り
、
戦

火
が
広
が
る
に
つ
れ
て
原
材
料
の
入
手
難
が
深
刻
化
し
て
閉
店
が

続
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
土
決
戦
に
な
る
と
郷
里
但
馬
に
疎
開

す
る
経
営
主
が
増
え
、
敗
戦
当
時
残
っ
て
い
た
の
は
京
都
二
〇
店
、

大
阪
わ
ず
か
三
店
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
徐
々
に
経
営
主
が
戻
り
、

一
九
五
〇
年
代
前
半
の
戦
後
第
一
期
店
舗
急
増
期
、
高
度
経
済
成
長

期
の
第
二
期
店
舗
急
増
期
を
経
て
（
図
２
）、
昭
和
末
期
最
盛
期
に

は
全
一
八
〇
店
舗
を
記
録
す
る
。

（
二
）　
但
馬
出
身
者
の
連
鎖
移
動

お
よ
そ
一
世
紀
の
あ
い
だ
順
調
に
店
舗
数
を
拡
大
し
て
き
た
力
餅

で
あ
る
が
、
暖
簾
分
け
を
し
た
経
営
主
の
大
多
数
は
創
業
者
と
同
郷

の
但
馬
出
身
者
で
あ
り
、親
戚
や
同
郷
者
の
紹
介
な
ど
縁
故
の「
つ
て
」

を
た
ど
っ
て
力
餅
に
住
込
み
従
業
員
（
＝
丁
稚
、番
頭
）
と
し
て
働
き
、

親
方
の
も
と
で
一
定
の
修
業
を
経
て
独
立
開
業
し
て
い
っ
た
。
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兵
庫
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
但
馬
地
方
は
、
山
地
が
多
く
耕

作
地
が
狭
小
で
あ
り
、
日
本
海
型
気
候
で
冬
の
降
雪
量
が
多
い
事
か

ら
、
北
但
西
部
を
中
心
に
但
馬
杜
氏
な
ど
の
酒
造
出
稼
ぎ
を
は
じ

め
、
凍
豆
腐
製
造
、
女
中
奉
公
な
ど
、
古
く
か
ら
様
々
な
季
節
出
稼

ぎ
労
働
力
を
輩
出
し
て
き
た
。
図
３
は
兵
庫
県
但
馬
地
方
内
旧
町
の

う
ち
、
二
〇
一
七
年
現
在
営
業
中
の
店
舗
の
初
代
経
営
主
を
多
く
輩

出
し
た
地
域
を
濃
淡
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
創
業
者
池
口
力
造

の
出
身
地
で
あ
る
北
但
東
部
旧
奈
佐
村
に
隣
接
し
た
山
間
部
日
高
町

（
六
〇
・
五
％
）
が
最
も
多
い（

２
）。

彼
ら
の
多
く
は
農
家
の
次
三
男
で
あ

り
、
就
業
機
会
の
乏
し
い
北
但
馬
に
お
い
て
、
跡
継
ぎ
以
外
は
学
卒

後
京
阪
神
を
中
心
と
し
た
都
市
圏
に
移
動
す
る
の
が
「
既
定
路
線
」

で
あ
っ
た
。
筆
者
は
奥
井
（
二
〇
一
八
）
に
お
い
て
、
力
餅
経
営
主

の
離
郷
か
ら
力
餅
入
職
、
独
立
開
業
ま
で
の
生
活
史
を
ま
と
め
て
い

る
が
、
親
方
の
も
と
で
修
業
を
積
め
ば
い
ず
れ
独
立
し
自
分
の
店
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
力
餅
へ
の
入
職
は
、
学
歴
切
符
を
持
た
ず
身
一

つ
で
移
動
し
て
き
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
都
会
で
「
一
旗
揚
げ
る
」
そ

れ
な
り
に
現
実
的
な
「
立
身
出
世
」
ル
ー
ト
で
あ
っ
た（

３
）。

番
頭
の
独

立
開
業
に
あ
た
っ
て
は
、
親
方
が
銀
行
の
保
証
人
と
な
っ
た
り
資
金

を
直
接
貸
し
付
け
た
り
な
ど
の
経
済
的
な
援
助
を
行
う
こ
と
が
一
般

的
で
あ
り
、
出
店
場
所
を
一
緒
に
探
し
、
不
動
産
業
者
と
の
契
約
を

代
行
す
る
な
ど
こ
ま
ご
ま
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
た
と
い
う
（
奥

井
、
二
〇
一
八
：
五
五
―
五
七
）。
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注１：力餅連合会『一〇〇年のあゆみ』（1988）pp.18-28 をもとに筆者作成。
注２：記念誌編集時点で営業中の店舗のみがカウントされているため、実際の開業店数はもっと多い。

図２　年別出店数（店）
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（
三
）　
調
査
の
概
要

筆
者
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
よ
り
北
但
馬
旧
村
岡
町
、
日

高
町
を
中
心
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
始
し
、
戦
前
か
ら
戦
後
高

度
成
長
期
に
か
け
て
の
京
阪
神
都
市
移
動
者
に
対
し
追
跡
調
査
を
実

施
し
て
き
た
（
奥
井
二
〇
一
一
）。　

力
餅
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
よ
り
力
餅
関
係

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
始
め
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年

七
月
に
は
郵
送
調
査
票
調
査
（「『
力
餅
』
経
営
主
の
生
活
史
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」）
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は
「
会
員

名
簿
（
平
成
二
七
年
三
月
現
在
）」
に
記
載
さ
れ
た
八
二
名
か
ら
名

簿
作
成
以
降
に
廃
業
し
た
五
名
を
除
く
七
七
名
で
あ
り
、
初
代
経
営

主
用
と
二
代
目
以
降
の
経
営
主
用
の
二
通
を
同
封
し
、
回
答
者
に
い

ず
れ
か
を
選
択
し
て
貰
う
方
式
を
と
っ
た
。
回
収
数
四
八
通
（
初
代

二
九
通
、
二
代
目
以
降
一
九
通
）、
回
収
率
は
六
二
・
三
％
で
あ
る
。

本
稿
で
用
い
る
数
値
デ
ー
タ
は
特
に
注
釈
が
な
い
限
り
こ
の
調
査
票

調
査
に
依
拠
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
力
餅
組
合
幹
部
及
び

会
員
の
経
営
主
（
近
年
廃
業
し
た
元
経
営
主
含
む
）
一
七
名
、
そ
の

他
経
営
主
の
妻
、
但
馬
在
住
で
近
親
者
に
力
餅
関
係
者
を
有
す
る
者

な
ど
を
対
象
と
し
、
調
査
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

二
―
二
　
系
譜
関
係
の
構
築
と
系
統
の
結
び
つ
き

二
〇
一
七
年
調
査
当
時
、
力
餅
経
営
主
の
年
齢
層
は
七
〇
代

以
上
が
五
三
・
二
％
と
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
五
九
歳
以
下
は

一
〇
・
六
％
と
一
割
強
に
留
ま
っ
て
い
る
。
高
齢
期
に
あ
る
初
代
経

営
主
は
、
独
立
開
業
後
、
親
方
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。

力
餅
で
は
暖
簾
分
け
し
た
後
は
完
全
独
立
経
営
と
な
っ
て
お
り
、

親
方
と
も
立
場
上
は
対
等
な
関
係
と
な
る
た
め
、メ
ニ
ュ
ー
や
値
段
、

お
は
ぎ
の
作
り
方
や
材
料
の
仕
入
れ
先
に
関
し
て
も
、
親
方
か
ら
具

注：★は創業者出身地
　　旧奈佐村。

図３　力餅経営主の出身地
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体
的
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
暖
簾
を
分
け
な
が
ら
も
商
売
上

の
拘
束
力
が
極
め
て
弱
い
理
由
と
し
て
は
、
力
餅
が
徹
底
し
た
地
域

密
着
型
の
大
衆
食
堂
で
あ
り
、
売
れ
筋
も
客
層
も
立
地
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
、
ま
た
一
九
九
〇
年
代
以
前
の
力
餅
は
「
作
っ
て
も
作
っ

て
も
売
れ
る
」
と
い
う
ほ
ど
繁
盛
し
た
店
が
多
か
っ
た
た
め
、
一
旦

店
を
構
え
て
か
ら
は
経
済
的
な
面
で
親
方
か
ら
の
継
続
的
な
庇
護
を

さ
ほ
ど
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
初
代
経
営
主
に
対
し
て
「
現
在
の
自
分
が
あ
る
の
は
親

方
の
お
か
げ
だ
」
と
い
う
意
見
へ
の
賛
否
を
問
う
た
と
こ
ろ
、「
そ

う
思
う
」
七
五
・
九
％
、「
や
や
そ
う
思
う
」
二
〇
・
七
％
と
ほ
ぼ
全

員
が
首
肯
し
て
お
り
、
独
立
ま
で
の
面
倒
を
み
て
く
れ
た
親
方
へ
の

恩
義
の
念
は
現
在
も
極
め
て
強
い
。
初
代
経
営
主
Ｈ
氏
（
一
九
二
〇

年
代
後
半
生
）
は
、「
親
方
と
い
う
の
は
親
み
た
い
な
感
じ
か
？
」

と
い
う
筆
者
の
問
い
か
け
に
対
し
、「
親
以
上

0

0

0

で
す
や
ん
。
あ
の
親

方
が
い
て
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
ん
（
商
売
）、
と
っ
て
も
、
し
て

ら
れ
へ
ん
」
と
即
答
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
親
方
は
「
親
以
上
に
親
」
で
あ
り
、
ま
た
「
同
じ

釜
の
飯
を
食
っ
た
」
兄
弟
弟
子
と
は
「
親
戚
以
上
に
濃
い
」
付
き

合
い
を
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
二
代
目
経
営
主
Ｏ
氏

（
一
九
五
〇
年
代
前
半
生
）
は
、
子
供
の
頃
、
毎
年
暮
れ
の
餅
の
大

売
出
し
の
後
、
独
立
し
た
「
兄
ち
ゃ
ん
（
番
頭
）
ら
」
が
多
い
時
は

家
族
連
れ
で
総
勢
一
二
～
三
人
も
正
月
を
祝
い
に
集
ま
り
、
そ
の
準

備
に
奮
闘
し
て
い
た
母
親
の
姿
を
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る（

４
）。

昔
は
必
ず
ね
え
、
正
月
の
一
日
は
ね
、
必
ず
（
独
立
し
た
番

頭
さ
ん
達
が
―
―
筆
者
注
）
う
ち
に
来
て
、
新
年
す
る
の
。
…

年
末
は
ね
、
お
餅
っ
て
ね
、
も
の
す
ご
い
し
ん
ど
い
ん
で
す

よ
。（
略
）
母
親
は
も
う
、
真
っ
白
け
に
な
る
ん
で
す
よ
。
餅

の
粉
で
や
る
で
し
ょ
う
。
二
階
の
と
こ
ろ
に
餅
を
だ
～
っ
と
並

べ
て
ね
。
部
屋
中
真
っ
白
け
に
な
る
し
。
三
一
日
に
お
餅
が
終

わ
っ
た
後
は
、
掃
除
す
る
の
に
朝
ま
で
か
か
る
。
で
、
朝
ま
で

か
か
っ
て
そ
の
掃
除
す
る
の
と
、
あ
と
、
煮
し
め
、
い
わ
ゆ
る
、

お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
を
炊
く
ん
で
す
よ
、
母
親
が
ね
、
夜
通

し
。
も
う
～
そ
れ
ま
で
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
ん
の
に
、
毎
年
あ

れ
、
…
今
か
ら
思
っ
た
ら
可
哀
そ
う
だ
っ
た
な
っ
て
思
う
ん
だ

け
ど
。（
略
）
で
、
正
月
に
皆
、
そ
の
人
ら
（
番
頭
さ
ん
達
）

も
ま
た
（
餅
）
や
っ
て
る
か
ら
、来
る
の
は
昼
過
ぎ
て
か
ら
ね
、

ま
た
来
は
る
わ
け
で
。

こ
う
し
た
付
き
合
い
は
、
子
ど
も
の
成
長
や
代
替
わ
り
な
ど
で
多

少
薄
れ
て
い
く
も
の
の
、「
親
方
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
だ
」

に
対
し
て
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
者
は
二
〇
・
八
％
、「
や
や

あ
て
は
ま
る
」
三
七
・
五
％
と
現
在
も
過
半
数
が
あ
て
は
ま
る
と
回

答
し
て
い
る
。
ま
た
、「
親
方
の
家
族
と
は
年
賀
状
の
や
り
取
り
を

し
て
い
る
」
は
、
初
代
経
営
主
の
八
八
・
四
％
（
二
三
）、
二
代
目
経

営
主
の
代
に
な
っ
て
も
八
二
・
三
％
（
一
四
）
が
あ
て
は
ま
る
と
回
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答
し
て
お
り
、
親
方
家
族
と
の
儀
礼
的
な
付
き
合
い
は
代
替
わ
り
し

て
も
殆
ど
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
親
方
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
も
兄
弟
弟
子
（
番
頭
）
同
士
の
関
係
性
は
一
定
程

度
継
続
し
て
お
り
、
仲
の
良
い
と
こ
ろ
で
は
毎
日
の
よ
う
に
電
話
を

す
る
、
あ
る
い
は
毎
年
夫
婦
連
れ
で
旅
行
に
行
く
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

『
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
巻
末
に
は
初
代
創
業
者
か
ら
の
暖
簾
分
け

の
本
末
が
「
力
餅
系
図
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
こ

の
系
譜
関
係
の
相
互
認
知
は
力
餅
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
複
数
の

番
頭
を
独
立
さ
せ
た
親
方
の
筋
は
、
親
方
の
店
舗
所
在
地
の
名
前
を

と
っ
て
「
〇
〇
組
」
や
「
△
△
系
統
」
と
呼
ば
れ
た
。
な
か
で
も
規

模
が
大
き
か
っ
た
の
は
和
歌
山
系
統
で
あ
る（

５
）。

創
業
者
池
口
力
造
の

孫
弟
子
に
あ
た
る
小
林
菊
次
郎
が
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
和

歌
山
市
ぶ
ら
く
り
丁
商
店
街
で
出
店
し
て
頭
角
を
現
し
、
大
阪
を
中

心
に
次
々
と
番
頭
を
開
業
さ
せ
、
孫
弟
子
も
加
え
た
一
大
系
統
を
形

成
し
て
昭
和
末
期
に
は
二
四
店
舗
（
大
阪
二
〇
店
舗
）
に
上
っ
た
。

大
阪
で
店
舗
を
構
え
た
和
歌
山
系
統
は
「
廿
日
会
」
を
組
織
し
、
定

期
的
に
集
ま
っ
て
勉
強
会
を
行
っ
て
い
た
。
和
歌
山
系
統
の
経
営
主

Ｌ
氏
（
一
九
五
〇
年
代
前
半
生
）
の
語
り
か
ら
は
、
こ
う
し
た
会
合

が
系
統
内
各
店
舗
の
経
営
改
善
に
加
え
て
、
系
統
外
に
向
け
て
一
種

の
威
信
機
能
を
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「�（
系
統
で
）
い
ろ
ん
な
情
報
交
換
を
や
ろ
う
や
な
い
か
っ
て

写真２　力餅系図
注：力餅連合会『100 年のあゆみ』（1988 年）巻末資料を筆者撮影。
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い
っ
て
、
頻
繁
に
集
ま
っ
て
ね
、
そ
し
て
い
ろ
ん
な
研
究
を

さ
れ
た
り
、『
こ
う
し
た
ほ
う
が
え
え
や
ろ
う
』
と
か
、
そ
れ

を
一
軒
一
軒
、『
今
日
は
お
宅
の
と
こ
や
で
』、『
今
度
は
あ
ん

た
の
と
こ
や
で
』
っ
て
、
順
番
に
ね
、
店
で
集
ま
っ
て
。
そ

し
た
ら
、
自
然
と
ほ
ら
、
店
も
き
れ
い
に
な
っ
て
く
る
や
ん
。

（
皆
が
）
来
は
る
の
に
、
体
裁
よ
う
…
ど
ん
ど
ん
要
は
プ
ラ
ス

方
向
に
。（
略
）
で
、
ま
あ
、
勉
強
会
も
繰
り
返
し
や
っ
て
る

な
か
で
、『
あ
あ
、
力
餅
で
も
廿
日
会
っ
て
い
う
の
は
大
き
な

存
在
や
な
』
っ
て
い
う
よ
う
に
、
周
り
か
ら
も
、
見
は
る
よ

う
に
な
っ
た
。
大
阪
の
力
餅
の
人
ら
か
ら
し
た
ら
、『
あ
、
あ

の
廿
日
会
の
人
ら
は
、
え
ら
い
集
ま
っ
て
色
々
勉
強
会
や
っ

て
』
っ
て
。」

こ
う
し
た
勢
い
の
あ
る
系
統
で
な
く
と
も
、
系
譜
関
係
に
も
と
づ

く
系
統
は
、「
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
寄
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」最
も
基
本
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
っ
た
。
番
頭
の
独
立
開
業
初
日
や
新
装
開
店
時
恒
例
の
半
額

大
売
出
し
に
は
、
系
統
の
親
方
や
兄
弟
弟
子
達
が
早
朝
か
ら
手
伝
い

に
駆
け
付
け
た
し
、
冠
婚
葬
祭
の
際
も
こ
の
系
統
が
主
体
と
な
っ
て

執
り
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
開
業
し
た

前
述
Ｈ
氏
は
、
郷
里
か
ら
呼
び
寄
せ
た
母
親
が
亡
く
な
っ
た
際
、
親

方
に
葬
式
の
準
備
全
て
の
采
配
を
ふ
る
っ
て
も
ら
っ
た
。
日
高
町
山

奥
の
戦
後
も
土
葬
の
風
習
が
残
る
地
域
か
ら
出
て
き
た
Ｈ
氏
に
と
っ

て
、
葬
式
と
い
え
ば
穴
掘
り
か
ら
供
花
の
採
集
ま
で
村
人
達
の
手
で

行
う
も
の
し
か
知
ら
ず
、
都
会
で
の
葬
式
の
出
し
方
は
「
見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
」と
い
う
。郷
里
を
遠
く
離
れ
て
生
き
る
彼
ら
に
と
っ
て
、

こ
の
系
譜
関
係
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
都
会
生
活
を
営
む
上

で
の
第
一
義
的
な
「
拠
り
ど
こ
ろ
」
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
―
三
　
力
餅
組
合
の
組
織
化

力
餅
で
は
、
こ
う
し
た
親
方
と
弟
子
た
ち
で
形
成
さ
れ
る
縦
の
系

譜
に
基
づ
い
た
系
統
と
同
時
に
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
ご
と
の
「
力

餅
組
合
」
と
そ
の
上
位
組
織
で
あ
る
「
力
餅
連
合
会
」
と
い
う
組
織

が
存
在
す
る
。
力
餅
組
合
は
、
力
餅
の
暖
簾
を
掲
げ
た
店
舗
を
持
つ

経
営
主
個
人
を
会
員
と
す
る
同
業
組
合
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
（
平
成

一
三
）
年
四
月
二
〇
日
『
料
飲
観
光
新
聞
』
は
力
餅
を
「
関
西
地
区

で
最
大
の
規
模
と
歴
史
を
誇
る
『
の
れ
ん
会
』」
と
表
現
し
て
お
り
、

関
西
の
飲
食
業
界
、
特
に
麺
類
業
界
に
お
い
て
力
餅
組
合
は
相
応
の

存
在
感
を
示
し
て
き
た
。

力
餅
組
合
の
組
織
化
は
昭
和
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。
す
で
に
そ
の

頃
か
ら
、
慰
安
会
や
永
年
勤
続
者
の
表
彰
な
ど
が
恒
例
と
な
り
、
ま

た
取
引
額
の
一
部
を
組
合
に
預
け
る
積
立
金
制
度
も
設
置
し
て
い

た（
６
）。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
は
創
業
者
池
口
力
造
を
囲
ん
だ

祝
賀
謝
恩
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
で
創
業
者
の
弟
池
口
喜
一
郎
と

本
店
か
ら
暖
簾
分
け
し
た
松
本
菊
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
、「
力
餅

連
合
会
」
発
会
式
が
行
わ
れ
た
。
戦
時
中
は
各
組
合
と
も
自
然
解
散

す
る
も
の
の
、
戦
後
混
乱
期
を
経
て
店
舗
数
が
回
復
し
て
く
る
な
か
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で
、一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
は
再
度
力
餅
連
合
会
が
発
足
し
、

下
位
組
織
で
あ
る
各
組
合
の
活
動
も
再
び
活
発
化
し
て
い
く
（
力
餅

連
合
会
一
九
八
八
：
二
〇
―
二
四
）。

表
１
は
各
組
合
の
構
成
と
規
約
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
組
合
ご
と
に
文
面
に
は
多
少
差
が
あ
る
も
の
の
、「
組
合
員
相

互
の
親
睦
」
と
「
共
存
共
栄
の
実
を
あ
げ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、

各
組
合
レ
ベ
ル
に
お
い
て
力
餅
商
標
の
与
奪
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
実
際
、
番
頭
が
独
立
開
業
す
る
際
に
は
、
親
方
が
暖
簾

分
け
の
許
可
を
出
す
と
同
時
に
所
属
す
る
組
合
の
組
合
長
や
役
員
に

申
告
し
、
店
舗
候
補
地
が
近
隣
の
力
餅
と
距
離
が
近
す
ぎ
な
い
か
等

を
確
認
の
上
、
組
合
で
承
認
さ
れ
た（

７
）。

力
餅
連
合
会
の
会
長
は
こ
の
京
都
、
大
阪
、
神
戸
の
各
組
合
長
が

二
年
任
期
の
持
ち
回
り
で
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
年
一
回
の
総

会
は
連
合
会
長
を
出
し
て
い
る
組
合
の
地
域
で
開
催
さ
れ
る
。
連
合

会
費
は
現
在
、
組
合
員
一
名
に
つ
き
一
二
〇
〇
〇
円
を
支
部
ご
と
に

徴
集
し
て
い
る
が
、
連
合
会
が
恒
常
的
に
行
う
業
務
は
総
会
と
保
険

の
一
括
加
入
、及
び
一
〇
年
に
一
度
の
商
標
登
録
更
新
の
み
で
あ
り
、

実
質
的
な
活
動
は
各
組
合
単
位
で
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
大
阪

力
餅
組
合
は
店
舗
数
の
多
さ
も
手
伝
っ
て
近
年
ま
で
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。
次
章
で
は
、
大
阪
力
餅
組
合
の
事
例
を
よ
り
詳
し

く
み
て
み
よ
う
。

三
　
大
阪
力
餅
組
合
の
事
例

三
―
一
　
大
阪
力
餅
の
地
理
的
分
布
と
ブ
ロ
ッ
ク
会

力
餅
は
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
暖
簾
分
け
と
代
替
わ
り
を
繰
り
返
し

て
き
た
た
め
、
近
所
で
同
じ
暖
簾
を
掲
げ
て
い
て
も
系
統
が
異
な
る

と
全
く
面
識
が
な
い
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
組
合
組
織
化
の
当
初
の

目
的
は
そ
う
し
た
「
具
合
の
悪
い
」
事
態
を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

大
阪
力
餅
組
合
で
は
、
地
理
的
に
近
接
す
る
店
舗
同
士
を
グ
ル
ー

プ
化
し
た
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
組
織
さ
れ
、
定
期
的
な

会
合
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
一
地
域
の
経
営
主
が
相
互
に
親
睦

を
深
め
、
情
報
交
換
を
行
う
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
はJR

阪
和
線
沿
い
を
中
心
に
主
に
大
阪
南
部（
浪

速
区
、
西
成
区
、
堺
市
、
高
石
市
あ
た
り
、
和
歌
山
一
店
舗
含
む
）

の
店
舗
、
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
は
天
王
寺
近
辺
（
天
王
寺
区
、
阿
倍
野
区
、

生
野
区
）
か
ら
府
東
部
（
東
大
阪
市
、
大
東
市
、
八
尾
市
な
ど
）
の

店
舗
、
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
は
阪
急
沿
線
を
中
心
に
十
三
、三
国
、
東
淀

川
か
ら
豊
中
市
、
高
槻
市
近
辺
の
店
舗
、
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
は
千
林
、

守
口
な
ど
京
阪
沿
線
の
店
舗
か
ら
な
っ
て
い
る
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
地

図
上
に
落
と
し
た
図
４
を
み
る
と
、
大
阪
力
餅
の
店
舗
は
お
お
よ
そ

戦
前
期
か
ら
の
中
心
市
街
地
と
い
わ
ゆ
る
郊
外
住
宅
地
の
中
間
の

「
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
」
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。「
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
」
と
は
、
低
湿
地
の
た
め
戦
前
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表 1　各組合の構成と規約抜粋

京都 大阪 神戸

構成地区 京都府下一円 大阪府及び和歌山県全域 兵庫県下一円

目的

組合員相互の親睦を図ると共
に共栄の実をあげることを目
的とす。
１．�営業に関する諸法令の遵

守督励。
２．�営業上必要なる原料、什

器、包装紙、その他物件
の共同購入。

3．�会員および店員の教育向
上、表彰に関する事業。

本組合の輝かしい歴史と伝統
を重んじ、組合の健全な発展
と振興を図ると共に、組合員
の共存共栄の実をあげること
を目的とす。

組合員相互の親睦を図ると共
に、その共存共栄の実をあげ
ることを目的とす。

役員構成

組合長 1 名／副組合長 2 名／
会計 2 名／庶務 1 名／監事

（組合 1 名・連合会 1 名）／
理事若干名／相談役若干名

組合長 1 名／副組合長 4 名以
内／会計 2 名／監事 2 名／理
事若干名

組合長 1 名／副組合長 2 名／
会計 1 名／理事若干名

役員任期・
選出方法

役員任期 2 年、総会にて選任。
理事は各区内より選出。再任
あり。

役員任期２年、再任あり。 役員任期 2 年。年次総会にて
選任。再任あり。

入会条件
／

組合員
たる資格

組合長に申達し、組合長は役
員会を開き、登録商標・登記
商号使用許可・隣接店舗の異
議なき場合之を決する。

組合員は次の資格を具備する
ものとする。
１．�本組合員の従業員として

8 年以上勤務し、その組
合員の推せんしたる者

2．�総会において、特別に承
認を得たる者。

組合員 1 名の保証人及び役
員会の承認を必要とする。役
員会は入会承認にあたって人
格・信用・勤務態度等を重視
する。保証人は入会申請者の
本組合に対するすべての義務
を保証する。

組合員は下記の資格を具える
ものとする。
1．�昭和 28 年 1 月 1 日現在

登録商標「力餅マーク」
を使用し商号を「力餅」「ち
から」と称し商売を営む
もの。

2．�8 年以上の勤続者にして店
主の承認したるもの。

２該当者は本組合の承認を要
し、本組合は本人の社会的人
格、隣接店舗その他に支障な
きときは承認するものとす
る。

資格消失
／

除名規定

組合員にして廃業転業登録商
標登記商号使用なき場合は、
その時を以て組合の資格は消
滅するものとする。

規約を遵守せず、道義に反し
不信行為のあった組合員を総
会に諮り、登録商標及び登記
商号の使用を禁止し、除名す
ることができる。

規約を遵奉せず道義に反する
者は組合は登録商標及び登記
商号の使用を禁止する事を得
る。

1988 年
会員数 34 人 100 人 28 人

2015 年
会員数 18 人 53 人 12 人

注１：�「会員名簿」（2015）各支部規約をもとに筆者作成。1988 年会員数は力餅連合会（1988）『一〇〇
年のあゆみ』掲載名簿による。

注２：�連合会のもとにおいて各組合はそれぞれ「支部」として存在している。なお、「支部」は上表京阪神支
部のほか、「山陽支部」があり、一名の経営主が複数の支店をチェーン展開（1988 年当時 18 店舗）
しているが、現在力餅連合会との関係性は殆どなくなっているという。

注３：�2015（平成 27）年の京都会員 18 名のうち 1 名は力餅本店の創業主子孫で婚出した女性であり、登
録商標所有者として名を連ねている。本店自体は長らく休業していたが、2018（平成 30）年に店舗
を売却した。
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期
に
は
居
住
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
大
阪
市
街
地
の
外

縁
部
五
～
一
五
㎞
の
地
域
（
豊
中
市
、
摂
津
市
、
門
真
市
、
寝
屋
川

市
、
東
大
阪
市
、
松
原
市
、
堺
市
な
ど
）
を
指
す
。
こ
の
地
域
で
は
、

戦
後
高
度
成
長
期
の
重
化
学
工
業
化
に
と
も
な
っ
て
、
低
所
得
労
働

者
を
対
象
と
し
た
「
文
化
住
宅
」
や
木
造
ア
パ
ー
ト
が
立
ち
並
ぶ

木
賃
住
宅
密
集
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
（
西
村
、
二
〇
〇
八
：

一
一
四
）。

こ
の
「
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
」
を
中
心
と
し
た
分
布
か
ら
は
、

力
餅
が
大
阪
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
労
働
者
層
の
「
胃
袋
」
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
興
隆
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
経
営
主
の
多
く
が
発

展
し
つ
つ
あ
っ
た
新
興
地
域
に
店
を
構
え
、
商
店
会
や
各
種
地
域
組

織
に
比
較
的
設
立
初
期
の
頃
か
ら
関
わ
っ
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

三
―
二
　
共
同
化
路
線
と
そ
の
挫
折

大
阪
力
餅
組
合
は
、
京
都
、
神
戸
の
組
合
と
比
べ
る
と
、「
共
存

共
栄
の
実
を
あ
げ
る
」
う
え
で
商
売
に
直
接
関
わ
る
事
柄
の
共
同
化

を
積
極
的
に
志
向
し
て
き
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
は
失

業
保
険
組
合
を
設
立
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
は
の
れ
ん

と
包
装
紙
を
統
一
、一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
に
は
テ
レ
ビ
大
阪

で
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
放
映
し
、
同
時
に
謝
恩
セ
ー
ル
で
三
角
ス

ピ
ー
ド
く
じ
に
よ
る
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
共
同

で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
は
様
々
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
店
舗
数

の
増
加
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
の
が
「
力
餅
ロ
ー
ン
」
で
あ

る
。
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
大
阪
信
用
金
庫
で
組
合
積
立
貯

金
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
こ
れ
は
集
金
不
徹
底
の
た
め
翌
年
に
は
一

時
中
断
す
る
が
、
再
度
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
近
畿
相
互
銀

行
に
て
組
合
積
立
貯
金
を
開
始
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
は

住
友
銀
行
に
積
立
預
金
を
移
し
、
お
お
よ
そ
同
時
期
に
「
力
餅
ロ
ー

ン
」
を
始
め
る
。
こ
れ
は
、
各
店
舗
の
番
頭
達
が
独
立
開
業
に
あ

注１：『会員名簿』（2015）をもとに筆者作成。
注２：第１ブロックの和歌山１店舗を除く。

図４　大阪力餅組合４ブロック



141

た
っ
て
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
の
保
証
を
、
組
合
員
で
あ
る
経

営
主
が
一
人
五
〇
万
円
ず
つ
出
資
し
て
担
保
と
し
た
も
の
で
あ
る（

８
）。

一
九
七
〇
年
代
以
降
に
開
業
し
た
経
営
主
の
中
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
資
金
調
達
が
可
能
に
な
っ
た
者
も
少
な
く
な
い
。
同
じ
力
餅
で
も

親
方
の
資
金
力
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
な
か
、こ
の「
力
餅
ロ
ー

ン
」
は
、
親
方
同
士
の
相
互
扶
助
を
ベ
ー
ス
に
経
済
的
に
共
同
す
る

こ
と
で
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
低
成
長
期
に
お
い
て
も
、
暖
簾
分

け
に
よ
る
新
規
開
業
を
可
能
に
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
難
し
か
っ
た
の
が
、
商
品
を
め
ぐ
る
共
同

化
―
―
仕
入
れ
や
商
品
開
発
・
製
造
の
共
同
化
―
―
で
あ
る
。「
大

阪
力
餅
組
合
規
約
」
第
一
九
条
に
は
、
組
合
が
行
う
事
業
の
一
つ
と

し
て
「
原
材
料
の
共
同
仕
入
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

店
舗
に
よ
っ
て
仕
入
れ
先
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
組
合
一
括
で
の

共
同
仕
入
は
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
。

『
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
が
編
纂
さ
れ
た
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）

年
は
力
餅
が
最
も
店
舗
数
の
多
さ
を
誇
っ
た
時
期
で
あ
り
、
誌
面
に

は
住
友
銀
行
千
林
支
店
支
店
長
を
は
じ
め
、
取
引
先
企
業
の
代
表
取

締
役
と
京
阪
神
各
組
合
役
員
に
よ
る
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
連
合
会
の
組
織
力
を
活
か
し
て
仕
入
れ
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
新
人
教
育
な
ど
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
取
入
れ
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
が
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
た
。

当
時
、
共
同
化
路
線
の
先
鋒
に
立
っ
て
い
た
大
阪
力
餅
元
副
会
長

Ｂ
氏（
一
九
三
〇
年
代
前
半
生
）は
以
下
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

「�

他
の
企
業
が
で
き
る
だ
け
身
軽
な
経
営
体
制
に
も
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
時
代
に
逆
行
す
る
よ
う
で
す
が
、
私
共
は
も

う
少
し
力
を
結
集
す
る
こ
と
を
考
え
直
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

店
主
が
〝
企
業
の
人
〟
と
い
う
考
え
で
仕
事
に
従
事
し
て
い

く
。
管
理
部
門
と
現
場
を
し
っ
か
り
確
立
し
、
協
同
組
合
以

上
の
経
営
体
質
で
や
っ
て
い
く
時
代
が
、す
で
に
来
て
し
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。」（
力
餅
連
合
会
一
九
八
七
：
三
九
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
Ｂ
氏
は
こ
の
発
言
の
意
図
を
「
私
、
昭
和

五
〇
年
で
こ
の
商
売
あ
か
ん
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う
、
続
か

な
い
と
。
…
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
何
と
か
共
同
で
、
作

業
場
作
っ
た
り
し
て
や
ろ
う
か
と
」
と
語
っ
て
お
り
、具
体
的
に
は
、

地
価
の
安
い
但
馬
に
赤
飯
や
お
は
ぎ
の
工
場
を
作
っ
て
各
店
舗
に
配

送
す
る
な
ど
構
想
し
て
い
た
と
い
う
。
Ｂ
氏
の
共
同
化
路
線
に
は
一

定
の
賛
同
者
も
あ
り
、
ま
た
実
際
独
自
に
機
械
化
を
進
め
試
験
的
に

冷
凍
お
は
ぎ
を
販
売
し
て
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
こ
の

共
同
化
路
線
は
挫
折
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て

は
以
下
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
に
は
、
力
餅
が
完
全
独
立
経
営
で
、
メ
ニ
ュ
ー
も
各
店
舗
の

裁
量
に
任
さ
れ
て
き
た
た
め
、
味
の
画
一
化
に
対
す
る
拒
否
感
が
強

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
同
一
系
統
で
だ
し
や
メ

ニ
ュ
ー
の
勉
強
会
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は

経
営
主
そ
れ
ぞ
れ
が
「
一
国
一
城
の
主
」
と
し
て
、
だ
し
の
配
合
や
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使
う
調
味
料
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
改
良
し
て
お
り
、「
う

ち
の
商
品
が
一
番
や
」
と
い
う
矜
持
を
多
く
の
経
営
主
が
有
し
て
い

た
。
以
下
は
先
述
し
た
座
談
会
で
の
発
言
で
あ
る
が
、
役
員
と
い
う

立
場
で
力
餅
の
将
来
を
話
し
合
う
場
に
お
い
て
も
、
や
は
り
「
自
分

0

0

の
店
の
味

0

0

0

0

」「
自
分
の
店
の
メ
ニ
ュ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
こ
だ
わ
る
経
営
主
の
心

情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「�

私
の
店
で
は
、“
ゆ
ず
出
し
”
と
い
う
の
に
特
許
を
と
り
ま
し

て
、
そ
ば
に
そ
の
出
し
を
か
け
て
“
長
寿
そ
ば
”
と
い
う
名

で
売
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
が
、ゆ
ず
の
香
り
が
あ
っ

て
、
ほ
ん
と
に
サ
ッ
パ
リ
し
て
い
ま
す
。」（
大
阪
力
餅
副
組

合
長
）

「�

私
の
店
は
甲
子
園
口
に
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
関
係
か
ら

『
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
』
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
て
ね
。

揚
げ
が
入
っ
て
い
る
、
タ
マ
ゴ
も
天
ぷ
ら
も
入
っ
て
い
る
、

と
い
う
ふ
う
に
、
す
べ
て
の
塁
が
う
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

発
売
当
時
、マ
ス
コ
ミ
に
も
ち
ょ
っ
と
注
目
さ
れ
ま
し
た
」（
神

戸
力
餅
組
合
前
組
合
長
）（
力
餅
連
合
会
、
一
九
八
七
：
三
五

―
三
七
）

第
二
に
は
、「
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
は
、
前
述
し
た
地
域
密
着
型
と
い
う
力
餅
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
う
ど
ん
が

主
力
商
品
で
あ
り
「
う
ど
ん
屋
の
お
や
じ
」
を
自
称
す
る
力
餅
経
営

主
が
多
い
な
か
で
、
同
じ
大
阪
の
な
か
で
も
在
日
韓
国
朝
鮮
人
が
多

く
居
住
す
る
生
野
区
の
あ
る
店
舗
の
売
れ
筋
は
「
な
ん
で
か
知
ら
ん

け
ど
、
ラ
ー
メ
ン
」
で
あ
る
し
、
お
は
ぎ
が
よ
く
出
る
店
も
あ
れ
ば
、

殆
ど
出
な
い
店
も
あ
る（

９
）。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
一
律
の
味
と

原
価
率
を
定
め
て
工
場
で
の
製
造
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
の
困
難

は
想
像
に
難
く
な
い
。

第
三
に
は
よ
り
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
生
産
部
門
の
工
場
を

作
っ
た
場
合
、
誰
が
そ
の
部
門
を
担
当
す
る
の
か
、
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
。
組
合
会
員
は
皆
自
分
の
店
が
あ
り
、
第
一
に
自
分
の
商
売

が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
記
念
誌
編
纂
の
頃
に

は
住
込
み
の
番
頭
を
置
く
シ
ス
テ
ム
が
終
焉
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
経

営
主
夫
婦
に
若
干
名
の
パ
ー
ト
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
移
行
し
つ
つ

あ
っ
た
た
め
、
な
お
さ
ら
労
働
力
の
余
剰
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

大
阪
力
餅
組
合
の
「
企
業
化
」、
す
な
わ
ち
一
歩
踏
み
込
ん
だ
共
同

化
路
線
は
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
な
か
で
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
っ

た
。三

―
三
　
親
睦
行
事
と
「
ハ
レ
の
場
」
の
提
供

次
に
、も
う
一
つ
の
組
合
の
目
的
で
あ
る
「
組
合
員
相
互
の
親
睦
」

活
動
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

調
査
票
自
由
回
答
欄
に
は
、
共
同
化
路
線
を
拓
き
え
な
か
っ
た
組

合
に
つ
い
て
「
お
友
達
組
合
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
」
と
い
う
批
判
的
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な
コ
メ
ン
ト
も
み
ら
れ
る
が
、
た
と
え
「
お
友
達
組
合
」
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
組
合
活
動
は
食
堂
商
売
を
営
む
経
営
主
夫
婦
や
番
頭
の

日
常
生
活
に
お
い
て
、
単
な
る
同
業
者
の
親
睦
を
越
え
た
意
味
を
有

し
て
い
た
。

大
阪
力
餅
組
合
の
年
中
恒
例
行
事
と
し
て
は
、通
常
総
会（
四
月
）、

従
業
員
慰
安
旅
行
（
一
〇
月
）、
婦
人
慰
労
会
（
一
一
月
）、
忘
年
会

（
一
二
月
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
従
業
員
慰
安
旅
行
は

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
組
合
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、
当
時
の
力
餅
は
店
舗
数
が
多
く
住
込
み
の
番
頭

も
い
た
た
め
、
何
台
も
バ
ス
を
連
ね
て
白
浜
や
熱
海
な
ど
の
温
泉
地

を
中
心
に
様
々
な
観
光
地
へ
繰
り
出
し
た
。
こ
の
慰
安
旅
行
は
、
地

域
密
着
型
商
売
で
殆
ど
休
み
が
な
く
、
滅
多
に
遠
出
を
す
る
こ
と
が

な
い
力
餅
経
営
主
に
と
っ
て
は
、
年
に
一
度
の
貴
重
な
娯
楽
で
あ
っ

た
。
ま
た
独
立
開
業
を
目
指
す
番
頭
に
と
っ
て
は
、
他
店
の
番
頭
と

面
識
を
持
ち
、
組
合
幹
部
の
親
方
達
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
重
要
な

機
会
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

写
真
３
は
資
料
提
供
を
受
け
た
な
か
で
最
も
古
い
一
九
六
二
（
昭

和
三
八
）
年
の
従
業
員
慰
安
旅
行
集
合
写
真
で
あ
る
。
参
加
者
の
服

装
を
み
る
と
、
男
女
と
も
大
多
数
が
ス
ー
ツ
で
着
物
姿
の
女
性
も
み

ら
れ
、
慰
安
旅
行
が
彼
ら
に
と
っ
て
「
ハ
レ
の
場
」
で
あ
っ
た
様
子

が
う
か
が
わ
れ
る（

（1
（

。

組
合
が
提
供
す
る
「
ハ
レ
の
場
」
は
、経
営
主
や
番
頭
だ
け
な
く
、

家
族
従
業
員
で
あ
る
妻
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

写真３　大阪力餅組合従業員慰安旅行
注：�1963（昭和 38）年 10 月 23 日白浜温泉千畳敷で撮影されたもの。



144

い
た
。
食
堂
経
営
は
基
本
的
に
夫
婦
二
人
三
脚
で
の
商
売
で
あ
る
。

力
餅
で
は
独
立
が
決
ま
る
と
店
探
し
と
同
時
に
「
嫁
探
し
」
を
は
じ

め
、
開
業
と
同
時
に
結
婚
し
て
商
売
を
始
め
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た

（
奥
井
二
〇
一
八
：
五
六
）。
初
代
経
営
主
に
配
偶
者
と
知
り
合
っ

た
経
緯
を
聞
く
と
、「
郷
里
の
親
戚
の
紹
介
」
四
八
・
三
％
、「
力
餅

関
係
者
の
紹
介
」
三
一
・
〇
％
と
合
わ
せ
て
約
八
割
を
占
め
て
お
り
、

聞
き
取
り
で
も
姻
戚
関
係
は
店
舗
間
で
複
雑
に
錯
綜
し
て
い
る
。
配

偶
者
に
飲
食
商
売
の
経
験
が
な
い
場
合
は
、
開
業
ま
で
同
じ
系
統
の

他
の
店
舗
で
一
定
期
間
使
っ
て
も
ら
っ
て
一
通
り
の
仕
事
を
覚
え
さ

せ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
配
偶
者
は
力
餅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
最
初
か
ら
、
そ
し
て
相
応
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
存
在
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
述
し
た
慰
安
旅
行
な
ど
に
は
経
営
主
の
妻
も

参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
経
営
主
に
比
べ
る
と
店
の
外
に
出
歩
く
機

会
は
少
な
く
、
夫
が
組
合
役
員
と
も
な
る
と
、
定
期
的
な
役
員
会
を

は
じ
め
新
規
出
店
の
応
援
や
冠
婚
葬
祭
に
駆
け
付
け
る
た
め
あ
ち
こ

ち
出
歩
き
呑
む
機
会
も
増
え
、
そ
の
陰
で
番
頭
を
統
括
し
忙
し
い
店

の
切
り
盛
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
か
つ
て
は
力

餅
の
定
休
日
が
水
曜
日
で
統
一
さ
れ
て
い
た
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

を
し
て
い
て
も
親
睦
旅
行
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
も
滅
多
に
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
妻
た
ち
の
い
わ
ば
「
ガ
ス
抜
き
」
と
な
る
組
合
行
事
が

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
年
一
回
の
婦
人
慰

労
会
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
組
合
厚
生
部
の
男
性
役
員
が
「
女
性
好

み
」
の
企
画
を
し
て
経
営
主
の
妻
た
ち
を
「
お
も
て
な
し
」
し
た
。

当
初
は
若
い
世
代
の
子
連
れ
も
み
ら
れ
、
行
き
先
も
太
秦
映
画
村
や

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
な
ど
、
子
供
が
楽
し
め
る
場
所
に
日
帰
り
旅
行
を

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
近
年
は
大
阪
市
内
の
高
級
ホ
テ
ル
の

デ
ィ
ナ
ー
な
ど
、「
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
を
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
出
か
け
ら
れ
る

よ
う
な
場
所
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ブ
ル
の
景
気
の

良
か
っ
た
時
期
は
抽
選
会
で
テ
レ
ビ
を
賞
品
に
し
た
り
、
漫
才
師
や

舞
妓
さ
ん
を
呼
ん
だ
り
な
ど
豪
華
な
企
画
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
る

と
い
い
、「
役
員
さ
ん
は
い
い
世
話
を
し
て
く
れ
は
る
」「
良
い
と
こ

ば
っ
か
り
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
は
る
。
奥
さ
ん
大
事
に
し
て
く
れ
は

る
」
と
現
在
も
妻
た
ち
か
ら
の
評
判
は
頗
る
高
い
。

総
会
や
忘
年
会
な
ど
も
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
な
ど
で
す
る
こ
と
が
多

い
が
、こ
の
「
フ
ォ
ー
マ
ル
感
」
は
組
合
行
事
の
特
色
の
一
つ
と
い
っ

て
よ
い
。
あ
る
経
営
主
の
妻
は
、
夫
が
組
合
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、「
服
が
大
変
や
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
。

（
略
）
普
段
着
ぃ
ひ
ん
の
に
な
ぁ
～
、
そ
れ
（
組
合
行
事
―
筆
者
注
）

だ
け
に
作
ら
な
あ
か
ん
」
と
「
大
変
」
さ
を
強
調
し
て
い
た
が
、
別

の
経
営
主
は
二
〇
一
八
年
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
の
宴
会
場

で
行
わ
れ
た
一
三
〇
周
年
記
念
懇
親
会
で
、同
席
し
た
筆
者
に「
我
々

が
こ
ん
な
ふ
う
に
背
広
を
着
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

良
い
も
の
を
食
べ
る
機
会
が
あ
る
の

は
、力
餅
だ
か
ら
」と
語
っ
た
。
組
合
行
事
の「
フ
ォ
ー
マ
ル
感
」は
、

厨
房
で
長
靴
を
履
い
て
商
売
に
励
む
力
餅
関
係
者
の
日
常
に
貴
重
な

彩
り
を
も
た
ら
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
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四
　
暖
簾
分
け
の
衰
退
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容

最
後
に
、
暖
簾
分
け
の
衰
退
が
も
た
ら
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変

容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

調
査
票
で
い
つ
頃
ま
で
番
頭
が
い
た
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
番
頭

が
い
た
こ
と
が
あ
る
店
舗
の
過
半
数
（
五
七
・
一
％
）
が
一
九
八
〇

年
以
前
ま
で
に
い
な
く
な
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
高
校
進
学
率
が

ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
時
代
に
な
る
と
、「
労
働
基
準
法
を
守
る
な
ん
て

ま
ず
、
無
理
」
と
い
う
の
が
「
常
識
」
の
飲
食
系
商
売
の
住
込
み
は

敬
遠
の
対
象
と
な
り（

（1
（

、
但
馬
か
ら
番
頭
と
し
て
出
て
く
る
若
者
を
探

す
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。
な
か
に
は
、
但
馬
以
外
の
若
者

を
住
込
み
で
雇
っ
て
い
た
経
営
主
も
い
る
が
、「
但
馬
牛
の
よ
う
に

我
慢
強
い
」「
く
そ

0

0

が
つ
く
ま
じ
め
」
な
但
馬
の
若
者
に
比
べ
て
、「
沖

縄
の
子
は
電
話
も
せ
ん
と
ふ
ら
っ
と
休
む
」「
こ
こ
ら
（
大
阪
）
の

も
ん
使
っ
た
ら
出
前
の
売
り
上
げ
を
自
転
車
と
お
か
も
ち
ご
と
持
っ

て
逃
げ
た
」
な
ど
、
好
ま
し
く
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
組
合
内
で
共
有

さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
う
し
て
従
来
の
住
込
み
従
業
員
制
度

は
廃
れ
、
経
営
主
夫
婦
の
み
、
も
し
く
は
経
営
主
夫
婦
と
若
干
名
の

パ
ー
ト
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
一
般
化
し
て
い
き
、
昭
和
末
期
以
降
に

な
る
と
暖
簾
分
け
に
よ
る
独
立
開
業
は
滅
多
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た（

（1
（

。

暖
簾
分
け
の
衰
退
は
、
力
餅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
以
下
の
よ
う

写真４　大阪力餅組合婦人慰労会
注：2003（平成 15）年 11 月 12 日リーガロイヤルホテル



146

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

第
一
に
、
連
合
会
レ
ベ
ル
の
変
化
で
あ
る
。
か
つ
て
は
役
員
ク
ラ

ス
の
付
き
合
い
は
組
合
単
位
を
超
え
て
お
り
、
役
員
は
他
組
合
の

冠
婚
葬
祭
に
も
逐
一
駆
け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
店
を

任
せ
る
番
頭
が
い
な
く
な
る
と
経
営
主
が
そ
う
頻
繁
に
出
歩
い
て
い

ら
れ
な
く
な
る
。
昭
和
末
期
に
大
阪
組
合
会
長
を
務
め
た
Ｃ
氏
は
、

一
〇
〇
周
年
を
機
に
冠
婚
葬
祭
の
付
き
合
い
を
原
則
と
し
て
各
組
合

内
で
完
結
す
る
こ
と
を
ル
ー
ル
化
し
た
と
い
う
。

「�

昔
は
ね
、
僕
ら
全
部
京
都
も
神
戸
も
行
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ

や
で
も
う
、
自
分
と
こ
商
売
ほ
っ
と
い
て
行
か
な
あ
き
ま
へ

ん
や
ん
。
…
そ
れ
を
僕
の
時
代
に
変
え
た
ん
で
す
。
と
い
う

の
は
、
あ
の
、
神
戸
は
神
戸
で
し
な
さ
い
、
大
阪
は
大
阪
で

し
ま
す
。
京
都
は
京
都
で
し
な
さ
い
と
。
そ
れ
で
、
特
別
の
、

池
口
さ
ん
と
こ
（
本
店
）
と
か
、
今
ま
で
の
会
長
と
か
、
い

う
場
合
は
例
外
と
し
よ
う
と
い
う
、
一
〇
〇
年
の
時
に
全
部

切
り
替
え
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
人
手
が
な
く
な
っ
た
ら
如
何
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ん
店
閉
め
ら
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
の
時
分
は
ま
だ
ね
、従
業
員
が
お
っ

た
り
あ
れ
し
と
っ
た
で
、
皆
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
と
っ
た

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
こ
れ
か
ら
せ
ち
が
ら
う
な
る
ん
で
、
各
支

部
単
位
に
し
よ
う
と
。行
っ
た
ら
ね
、も
う
家
放
っ
て
お
い
て
、

帰
り
に
飲
み
に
い
っ
た
り
と
、
そ
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
。」

こ
う
し
た
変
化
は
、
役
員
ク
ラ
ス
の
組
合
を
ま
た
い
だ
関
係
性
の

薄
ま
り
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
系
統
レ
ベ
ル
の
変
化
で
あ
る
。
新
規
開
業
が
途
絶

え
、
各
系
統
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
近
年
は
後
継
者

不
足
に
よ
る
廃
業
も
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
系
統
の
付
き
合
い
は

個
別
の
系
譜
関
係
と
し
て
は
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
数
年
の

間
で
系
統
の
会
合
は
ど
こ
も
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た

廿
日
会
も
現
在
営
業
中
は
一
二
軒
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
会
長
の

体
調
不
良
の
た
め
こ
の
数
年
間
は
会
合
を
開
い
て
い
な
い
と
い
う
。

お
わ
り
に

大
阪
力
餅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
店
舗
経
営
主
の
視
点
か
ら
み
る

と
、
系
譜
関
係
に
基
づ
く
系
統
、
同
一
地
域
店
舗
同
士
の
面
的
繋
が

り
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
、
大
阪
全
体
の
力
餅
組
合
に
地
域
を
ま
た
い
だ

力
餅
連
合
会
と
い
う
四
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
都
市
移
動
者
で
あ

る
力
餅
経
営
主
に
と
っ
て
、
親
方
子
方
、
き
ょ
う
だ
い
弟
子
な
ど
の

序
列
関
係
を
含
む
縦
の
つ
な
が
り
で
あ
る
系
統
は
、
冠
婚
葬
祭
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
全
般
に
お
け
る
家
族
ぐ
る
み
の
、第
一
義
的
な「
拠

り
ど
こ
ろ
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
組
合
諸
組
織
は
基
本
的

に
対
等
な
同
業
者
同
士
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
系
統
と
組

合
は
い
ず
れ
も
経
営
主
同
士
の
互
助
組
織
で
あ
り
、
同
時
に
但
馬
出
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身
と
い
う
同
郷
性
を
色
濃
く
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
あ
る
が
、

系
統
が
内
輪
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
（「
ウ
チ
」）
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
組
合
は
明
文
化
さ
れ
た
規
約
を
持
つ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織

（「
ソ
ト
」）
で
あ
る
。
大
阪
力
餅
組
合
が
志
向
し
た
共
同
化
路
線
は
、

外
食
産
業
が
多
様
化
し
て
大
衆
食
堂
の
繁
栄
に
陰
り
が
見
え
始
め
た

時
代
に
模
索
さ
れ
た
生
き
残
り
戦
略
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
略
は
、
地

域
密
着
型
と
い
う
大
衆
食
堂
の
持
つ
特
徴
ゆ
え
に
一
旦
頓
挫
す
る
こ

と
に
な
る
が
、「
ソ
ト
」
の
組
合
活
動
は
時
代
を
通
じ
て
力
餅
の
日

常
に
貴
重
な
「
ハ
レ
の
場
」
を
提
供
し
て
き
た
。

北
但
馬
の
郷
里
を
離
れ
大
阪
の
新
興
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
力
餅

経
営
主
の
商
売
と
生
活
は
、
こ
の
よ
う
に
親
方
子
方
に
基
づ
く
系
統

の
「
ウ
チ
」
と
、
同
業
者
の
組
合
で
あ
る
「
ソ
ト
」
と
い
う
質
の
異

な
る
複
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
包
摂
さ
れ
る
な
か
で
営
ま
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

従
来
、
戦
後
高
度
成
長
期
に
か
け
て
の
農
村
―
都
市
移
動
者
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
企
業
社
会
に
人
生
を
丸
抱
え
さ
れ
る
存
在
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
紹
介
し
た
力
餅
の
モ
ノ
グ
ラ

フ
は
、
京
阪
神
に
お
け
る
大
衆
食
堂
の
一
事
例
で
は
あ
る
が
、
都

市
新
興
地
域
に
自
営
業
者
と
し
て
根
を
下
ろ
し
て
い
っ
た
労
働
力
型

移
動
者
―
―
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
社
会
の
枠
外
に
あ
る
―
―
が
、
商
売

と
生
活
を
丸
ご
と
包
摂
す
る
複
層
的
な
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
い
か
に
緻
密
に
構
築
し
て
い
た
の
か
を
示
す
貴
重
な
記
録
で
あ

る
。
彼
ら
が
根
を
下
ろ
し
た
地
域
社
会
に
お
い
て
築
き
上
げ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
含
め
て
俯
瞰
的
に
捉
え
た
際
、
労
働
力
型
移
動
者
の
生

活
構
造
の
な
か
で
力
餅
の
よ
う
な
同
郷
同
業
を
基
盤
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
端
緒
と
な
る
暖
簾
分
け
が
な
く
な
っ
た
現
在
、
現
存
す
る

力
餅
が
規
模
を
縮
小
さ
せ
な
が
ら
代
替
わ
り
を
進
め
る
な
か
で
、
彼

ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
後
ど
の
よ
う
な
質
的
変
容
を
経
験
す
る
の

か
に
つ
い
て
の
議
論
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

謝
辞

力
餅
連
合
会
長
の
北
垣
和
哉
様
（
当
時
）、
力
餅
の
貴
重
な
写
真

資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
大
阪
力
餅
組
合
記
録
係
の
小
林
正
司
様

を
は
じ
め
、
お
忙
し
い
な
か
本
調
査
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
力

餅
組
合
員
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

追
記

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費16K

17245

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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註
（
１
）�
厚
生
労
働
省
が
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
一
一
月
一
日
に
食
品
衛
生
法

施
行
令
第
三
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
飲
食
店
営
業
の
う
ち
一
般
食
堂

三
九
七
施
設
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
も
の
。

（
２
）�

数
値
は
後
述
す
る
力
餅
経
営
主
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

（
３
）�

た
だ
し
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
住
込
従
業
員
の
誰
も
が
独
立
開
業
ま
で

こ
ぎ
つ
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
経
営
主
の
感
覚
と
し
て
は
独
立
ま

で
い
く
者
は
お
よ
そ
三
割
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
４
）�

北
但
馬
は
雪
が
多
い
た
め
、
お
正
月
シ
ー
ズ
ン
の
帰
省
者
は
少
な
い
。
特

に
力
餅
食
堂
は
年
越
し
そ
ば
の
配
達
と
餅
の
大
売
り
出
し
で
年
末
は
か
き

入
れ
時
で
あ
り
、
逆
に
郷
里
か
ら
親
戚
が
手
伝
い
に
出
て
く
る
と
い
う

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）�

系
統
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
の
は
店
舗
数
の
多
い
大
阪
で
あ
り
、
京
都
や

神
戸
で
は
明
確
に
系
統
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
有
力
な
グ
ル
ー
プ
は
少

な
い
。
大
阪
で
和
歌
山
系
統
と
拮
抗
す
る
規
模
を
誇
っ
た
の
は
創
業
主
の

弟
池
口
喜
一
郎
の
系
譜
上
に
あ
っ
た
若
木
鹿
吉
率
い
る
森
小
路
組
が
あ

り
、
そ
の
他
千
林
組
、
守
口
系
統
、
老
松
町
系
統
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
系
統
」
は
派
閥
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
た
め
か
、
主
だ
っ

た
系
統
以
外
の
経
営
主
か
ら
は
「
昔
は
ち
ょ
っ
と
、
そ
う
い
う
の
も
あ
っ

た
け
ど
ね
」「
そ
う
極
端
な
こ
と
は
な
い
で
す
わ
」
と
若
干
否
定
的
に
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
６
）�

た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
積
立
金
制
度
が
ど
の
程
度
機
能
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

（
７
）�

聞
き
取
り
の
限
り
、
力
餅
の
本
店
は
個
別
の
暖
簾
分
け
に
つ
い
て
実
質

的
な
与
奪
権
は
有
し
て
い
た
様
子
は
な
い
。
た
だ
し
、
寺
町
本
店
は

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
七
月
の
火
事
（
類
焼
）
以
来
長
ら
く
休
業
し

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
店
舗
売
却
さ
れ
て
い
る
が
、
営
業
し
て
い

た
当
時
は
、
番
頭
の
独
立
開
業
に
あ
た
っ
て
は
親
方
が
引
率
し
て
本
店
に

挨
拶
に
行
く
習
わ
し
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
８
）�

設
立
当
初
の
出
資
金
は
一
人
一
〇
～
五
〇
万
円
と
幅
が
あ
っ
た
が
、
の
ち

に
一
律
五
〇
万
円
に
設
定
し
て
い
る
。
開
業
す
る
番
頭
一
人
に
対
し
上
限

五
〇
〇
万
円
ま
で
貸
し
付
け
す
る
が
、
組
合
は
住
友
銀
行
に
対
し
、
新
規

開
業
者
が
店
舗
を
購
入
し
て
開
店
ま
で
の
改
装
期
間
は
金
利
を
ゼ
ロ
に
す

る
約
束
を
と
り
つ
け
て
い
る
。

（
９
）�

近
年
は
手
間
の
か
か
る
お
は
ぎ
や
大
福
餅
等
の
甘
味
販
売
を
や
め
て
い
る

店
も
あ
り
、
調
査
票
調
査
で
は
二
三
・
九
％
（
一
一
店
）
が
甘
味
販
売
を

し
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

（
10
）�

慰
安
旅
行
の
集
合
写
真
に
比
較
的
ラ
フ
な
服
装
や
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
若
い
従

業
員
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
以
降
で

あ
る
。

（
11
）�

飲
食
業
界
は
長
時
間
労
働
が
一
般
化
し
て
お
り
、
労
働
環
境
も
「
過
酷
な

ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
一
九
五
八
年
に
独
立
開
業
し
た
経

営
主
Ｃ
氏
（
一
九
三
〇
年
代
前
半
生
）
は
、
高
度
成
長
期
前
に
力
餅
に
住

込
み
で
働
い
て
い
た
当
時
の
環
境
を
「
八
畳
の
間
に
（
番
頭
）
八
人
。
ク
ー

ラ
ー
も
扇
風
機
も
な
い
。
腹
巻
だ
け
し
て
、
う
ち
わ
だ
け
。
体
中
汗
疹
だ

ら
け
。
仕
事
の
時
も
厨
房
は
熱
い
、
夏
は
ま
あ
暑
い
。
ほ
ん
と
に
た
ま
ら

ん
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

（
12
）�『
料
飲
観
光
新
聞
』
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
七
月
二
〇
日
で
は
、

一
五
年
の
修
行
を
経
て
独
立
開
業
し
た
新
店
舗
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
最
後
あ
た
り
の
出
店
だ
っ
た
の
で
は
と
言
わ
れ
て

い
る
。
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文
献

荒
木
康
代
、
二
〇
〇
八
、「
商
店
『
経
営
』
と
『
家
族
』
生
活
―
―
一
九
五
〇
年

代
の
大
阪
船
場
の
「
住
み
込
み
」
の
事
例
か
ら
―
―
」『
関
西
学
院
大
学
社
会

学
部
紀
要
』
一
〇
六
号
、
一
九
七
―
二
〇
八
．

石
村
眞
一
、二
〇
〇
四
、『
元
気
の
あ
る
商
店
街
の
形
成
―
―
千
林
商
店
街
と
そ

の
周
辺
』
東
方
出
版

奥
井
亜
紗
子
、
二
〇
一
一
、『
農
村
―
都
市
移
動
と
家
族
変
動
の
歴
史
社
会
学
―

―
近
現
代
日
本
に
お
け
る
「
近
代
家
族
の
大
衆
化
」
再
考
―
―
』
晃
洋
書
房

―
―
―
―
、
二
〇
一
八
、「
京
阪
神
地
域
に
お
け
る
大
衆
食
堂
経
営
主
の
生
活
史

と
同
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
力
餅
食
堂
」
を
事
例
に
―
」『
現
代
社
会
研
究
科

論
集
』
第
一
二
号
、
四
五
―
六
五
．

―
―
―
―
、
二
〇
一
八
、『
力
餅
食
堂
経
営
主
の
生
活
史
―
―
平
成
二
九
年
度
力

餅
経
営
主
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
―
―
』
平
成
二
八
～
三
〇
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
））
研
究
成
果
報
告
書
『
戦
後
日
本
に
お
け

る
労
働
力
型
都
市
移
動
と
家
族
変
動
の
実
証
的
研
究
：
親
方
子
方
関
係
に
着

目
し
て
』

鬼
頭
宏
、
二
〇
〇
〇
、『
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
』
講
談
社
学
術
文
庫

厚
生
労
働
省
、
二
〇
〇
九
、『
飲
食
店
営
業
（
一
般
食
堂
）
の
実
態
と
経
営
改
善

の
方
策
』

中
野
卓
、
一
九
八
一
（
一
九
七
八
）『
商
家
同
族
団
の
研
究
（
上
）（
下
）』
未
来
社

西
山
雄
郎
編
著
、
二
〇
〇
六
、『
阪
神
都
市
圏
に
お
け
る
都
市
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

の
研
究
―
―
神
戸
在
住
「
奄
美
」
出
身
者
を
中
心
と
し
て
―
―
』
社
会
評
論
社

―
―
―
―
、
二
〇
〇
八
、『
大
都
市
圏
の
拡
大
・
再
編
と
地
域
社
会
の
変
容
』
ハ
ー

ベ
ス
ト
社

野
沢
一
馬
、
二
〇
〇
二
、『
大
衆
食
堂
』
創
森
社

丸
山
侃
堂
・
今
村
南
史
、
一
九
一
二
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』
政
教
社
（『
日
本
〈
子

ど
も
の
歴
史
〉
叢
書
二
一
』
一
九
九
八
年
、
久
山
社
）

山
崎
朋
子
、
一
九
九
八
、「
丸
山
侃
堂
・
今
村
南
史
共
著
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』

／
京
都
市
社
会
課
編
『
京
都
に
於
け
る
女
中
に
関
す
る
調
査
』
解
説
」『
日
本

〈
子
ど
も
の
歴
史
〉
叢
書
二
一
』
久
山
社

湯
澤
規
子
、
二
〇
一
八
、『
胃
袋
の
近
代
―
―
食
と
人
々
の
生
活
史
』
名
古
屋
大

学
出
版
会

資
料

総
務
省
「
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
」
各
年

日
高
町
史
編
集
専
門
委
員
会
議
編
、
一
九
八
三
、『
日
高
町
史
下
巻
』
日
高
町
教

育
委
員
会

力
餅
連
合
会
、
一
九
八
八
、『
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
委

員
会

―
―
―
―
、
二
〇
一
五
、『
会
員
名
簿　

平
成
二
七
年
三
月
現
在
』

料
飲
観
光
新
聞
社
、『
料
飲
観
光
新
聞
』
一
九
九
八
年
七
月
二
〇
日
／
二
〇
〇
一

年
四
月
二
〇
日


